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　国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下、産総研）では、技術革新によるイノベー
ションを加速するために、2015 年 4 月に大幅な組織再編を行いました。その一環として、
産総研内の無機、有機、金属、バイオマス、触媒、プロセス、計算、計測の研究者が結
集した材料・化学領域が生まれました。当領域には５つの研究部門と 4 つの研究センター
があります。そのうち、セラミックスに深く関連する組織は、無機機能材料研究部門、
構造材料研究部門、磁性粉末冶金研究センターです。これらはファインセラミックスセ
ンターと同じ名古屋市に所在します。
　標題の「夢の素材で人を巻き込み、グローバルな価値を創る」は、当領域のビジョンです。
昨年度、材料・化学領域ビジョン検討委員会を設け、当領域のビジョンと研究戦略を策
定しました。検討に当たっては、商社、金融、シンクタンク、コンサルタント、知財の
分野でご活躍の方々を外部委員として招へいし、経済、社会からの視点を重視したこと
が特徴です。
　「夢の素材」とは、新たな機能を発現する素材や特性が飛躍的に向上した素材です。「人
を巻き込む」とは、産業界、学術界、経済界、行政、海外研究機関の方々との連携を先
導することです。「グローバルな価値」とは、①「産業革新」、「省エネ」、「環境調和」、「快
適」を支える国際産業競争力、②新興国の人口爆発と経済的発展に起因する「エネルギー」、

「資源」、「食料」、「水」問題の解決のための独自技術、③「健康」、「家族」、「経済」など
の人にとって欠かせない価値を意味します。
　このビジョンを実現するために新たに次の研究開発を重点化します。第一に、新機能
材料の開発期間を大幅に短縮するための「コンピュテーショナルデザインによる新機能
材料開拓」の研究開発を強化します。第二に、「省エネルギー新部素材」の研究開発を重
点的・着実に推進します。ここでは、輸送機器や産業機器などの省エネ化に必要な高耐熱・
高信頼性部材を開発します。そのために、革新的ナノ界面焼結技術、精密組成制御など
を可能とするヘテロインターフェイスマテリアル技術に取り組みます。第三に、「食料・
水関連新素材」の研究開発を新たに強化します。第四に、アジア新興国の生活水準の向
上を視野に入れて、「生活密着新素材」の研究開発を新たに強化します。
　「グローバルな価値を創る」に貢献する材料技術に求められることは、価値実現のため
の無機材料、金属材料、有機材料の柔軟な融合です。材料・化学領域は、その融合の結
節点の役割を担います。

夢の素材で人を巻き込み、
グローバルな価値を創る

国立研究開発法人産業技術総合研究所
材料・化学領域長　村山　宣光
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　理事会、評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

　平成２８年６月８日開催の評議員会において、以下の役員の異動がありました。

「理事会」「評議員会」の開催

役員の異動

○第１３回理事会

○第７回評議員会

　日　時　平成 28 年 5 月 24 日（火）16：00 ～ 17：20
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成 27 年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第７回評議員会の開催について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　「レーザーを用いたセラミックス製造プロセスの開発」

　日　時　平成 28 年 6 月 8 日（水）16：00 ～ 17：20
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成 27 年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　３．評議員会副議長 ( 副会長 ) の選任について
　　　　　４．理事の選任について
　　　　　５．顧問の委嘱について
　　　　　６．理事の報酬総額について
　　　　 ［報告事項］
　　　　　１．平成 27 年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．第６次中長期経営計画について
　　　　　４．平成 28 年度事業計画及び予算について
　　　　 ［研究紹介］
　　　　　「レーザーを用いたセラミックス製造プロセスの開発」

事業報告

副会長（評議員会副議長）

評議員

評議員

評議員

評議員

理　事

理　事

理　事

（一社）中部経済連合会 会長

名古屋市 市民経済局 参事

岐阜県 商工労働部 産業技術課 課長

愛知県 産業労働部 技監

京セラ （株）総合研究所長

中部電力 （株）専務執行役員

（一社）中部経済連合会 専務理事

日本特殊陶業 （株）取締役 常務執行役員

豊田　鐵郎

青木　　猛

梅村　澄夫

大野　　博

仲川　彰一

岡部　一彦

小川　正樹

奥山　雅彦

三田　敏雄

千田　博之

稲葉　昭夫

加納　廣和

吉田　　真

鈴木　健一

伊藤　範久

大島　崇文

新任 所属・役職 退任
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事業報告

　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計等に用いられる、電子顕微鏡・理
論計算についてその最新技術と成果を深く議論する『第５回最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム（ＡＭ
ＴＣ５）』を 5 月 11 日～ 13 日、愛知県産業労働センター（名古屋市）にて開催いたしました。
　このシンポジウムでは２２件の招待講演（海外９件、国内１３件）と 98 件のポスター発表が行なわれました。招待講
演者は世界５カ国から招聘し、電子線ホログラフィー、環境ＴＥＭ、モデリング及びシミュレーション、先端的顕微鏡法、
材料科学のフロンティアの各セッションで講演を行い、7ヶ国、236 名の参加者がありました。
　なお、この国際シンポジウムは愛知万博理念継承事業として 2008 年に第 1 回を開催して以降、2 年に 1 度開催してき
ており、次回第 6 回シンポジウム（ＡＭＴＣ６）は、2018 年に開催を予定しております。

　７月１日（金）東京大学弥生講堂、７月８日（金）梅田スカイビル（スペース３６）、7 月１４日（木）愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）にて 2016 年度ＪＦＣＣ研究成果発表会を開催しました。
　特別講演と、研究成果ショートプレゼンテーション 14 件、ポスターセッション 38 件を行いました。
　来場者は東京会場 147 名、大阪会場 106 名、名古屋会場 317 名と、多数のご来場をいただきました。
　各会場とも熱気あふれる活発な意見交換が行われ、当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、成功裏に発
表会を終了できました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画致します。

『The 5th International Symposium on Advanced Microscopy and 
Theoretical Calculations（AMTC5）』開催結果の報告

第 28 回  2016 年度研究成果発表会の開催

◇主な招待講演者
　・Ronald Cohen 博士　（カーネギーインスチチューション教授／米国）
　・Peter Crozier 博士　（アリゾナ州立大学教授／米国）
　・柴田 直哉 博士　　　（東京大学准教授）
　・谷垣 俊明 博士　　　（日立製作所）

＜特別講演＞
・東京会場
　　　「CVD シリカ膜のガス分離特性と膜反応器への応用」

地球環境産業技術研究機構　無機膜研究センター長　　中尾　真一　氏
・大阪会場
　　　「情報統合型物質・材料研究の課題」

物質・材料研究機構　フェロー　　寺倉　清之　氏
・名古屋会場
　　　「技術革新は材料から」　

東京工業大学　特任教授　 坂部　行雄　氏
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あるといったところではないでしょうか。そのため至る所
で関連したお土産が売られており、大聖堂のステンドグラ
スの中にも彼にちなんだ何かが描かれています。もしい
かれる機会があれば実際にみて探していただきたいと思
います。

　JFCC 着任前となりますが、私は Kaiser 教授の研究室
にはこれまで二度滞在しており、今回で三度目となります。
しかし、以前の滞在はいずれも１〜２月の冬の時期であっ
たため、春から初夏にかけてという今回の滞在では町の
印象も大きく違うものとなりました。今年は例年に比べ
ると幾分天候が不順だったようですが、それでもさわや
かな天候で日も長いことから、気持ちのよい雰囲気の中
で研究生活を過ごすことができました。

　最後に、今回の共同研究滞在に対して多大なご支援・
ご尽力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。

　2016 年 5 月 15 日から 6 月 20 日にかけて、極低加速
電圧透過電子顕微鏡（LV-TEM）に関する共同研究のた
め Ulm 大学（ドイツ）に滞在しました。LV-TEM とは従
来の透過型電子顕微鏡（TEM）では考えられなかったよ
うな非常に低い加速電圧（< 40 kV）によっても原子分解
能観察を実現することが可能な装置である。今回は Ulm
大学の Ute Kaiser 教授に招聘いただくことで、幸運にも
最新の LV-TEM を用いた研究機会を得ることができまし
た。こうした LV-TEM は世界的に２グループのみで開発が
おこなわれており、Kaiser 教授のグループはその１つであ
る。電子顕微鏡における新たな観察手法として LV-TEM
は今後大きく発展する可能性を秘めており、特にエネル
ギーの低い電子線を用いることから電子線損傷の低減効
果が期待されている。しかし、試料のタイプによっては
高エネルギー（高加速電圧）の電子線が有利な場合もあ
り、電子線損傷のメカニズムは不明な点も多く電子顕微
鏡分野において未だに大きな課題として残されています。
こうした問題に対して、LV-TEM 法と新たな試料作製法を
組み合わせることによって解決しようとするのがわれわれ
の第一の研究目標です。

　今回の滞在期間中においては、残念ながら試料作製
法での問題を完全に解決することはできませんでしたが、
数多くの有用な知見を得ることもできました。今後の課
題がより鮮明に抽出されたこともあり、今後も継続して
共同研究を行っていくことを Kaiser 教授と確認して今回
は帰国の途につくこととなりました。
　ちなみに Ulm 大学はドイツ南部のバーデン＝ヴュルテ
ンベルク州とバイエルン州の境に位置する Ulm 市にあり
ます。Ulm 市はドナウ河に面した歴史ある町であり、中
心には町のシンボルとして世界一の高さを有する大聖堂
が大きな存在感でそびえています。ドイツで大聖堂とい
えば世界遺産にも登録されている Köln の大聖堂が有名で
すが、高さでは Ulm の大聖堂の方が少しうわまわってい
ます。また多くの科学者が興味をもたれるポイントとして
は、物理学者である Albert Einstein の生誕地が Ulm で

Ute Kaiser 教授（左）と

Ulm のシンボルである大聖堂は世界一の高さを誇り、ほぼ
町のどこからでもみることができます

郊外の Kloster Wiblingen の中には 18 世紀中頃にできた
非常に華やかな図書室があります

エアポケット

極低加速電圧 TEM 共同研究におけるドイツ滞在報告
ナノ構造研究所 環境電子顕微鏡グループ　吉田 要
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特許紹介

2015 年度特許登録実績　(2015/4/1 〜 2016/3/31)

単願特許（国内）：２件　　【累積保有数：27 件】
共願特許（国内）：８件　　【累積保有数：85 件】

1 研磨材料、研磨用組成物及び研磨方法 2010.12.10 2010-276213 2015.4.10 5726501

2 研磨材料、研磨用組成物及び研磨方法 2011.4.19 2011-093388 2015.4.10 5726612

3 CZTS 化合物半導体の製造方法 トヨタ自動車 （株）

-

-

2012.3.9 2012-052551 2015.5.29 5752624

4
発光体およびその製造方法、照明装置、洗剤、
化粧用紫外線遮蔽材、建築用資材ならびに光触媒

名古屋工業大学 2010.6.25 2010-144468 2015.6.19 5761778

5
積層型固体酸化物形燃料電池用スタック構造体、
積層型固体酸化物形燃料電池及びその製造方法

FCO Power （株） 2013.10.10 2013-213075 2015.6.26 5767297

6
α - 酸化アルミニウム前駆体ゾル、その製造方法、
及びイットリウム・アルミニウム・ガーネットの
製造方法

岐阜大学

日本タングステン （株）
（株） タンガロイ
日本特殊合金 （株）

2011.6.28 2011-143488 2015.7.24 5780588

7
炭化タングステン基焼結体
およびそれを用いた耐摩耗部材

2011.4.26 2011-97939 2015.12.18 5856752

8 再生ロータリーキルン 高砂工業 （株） 2015.2.6 2015-507272 2016.1.29 5876968

9 研磨材料、研磨用組成物及び研磨方法 三重県産業支援センター 2011.10.12 2011-225238 2016.2.12 5883609

10 光学選択膜 （株） 豊田自動織機 2012.12.7 2012-268597 2016.3.11 5896889

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　岡田・山田　TEL:052-871-3500（代）　　FAX:052-871-3599　　E-mail:y_okada@jfcc.or.jp

研究企画部 業務グループ
山本　昌弘
　2016 年 4 月 16 日付けで日本ガイシより出向してまいりました山本 昌弘（よしひろ）
でございます。
　出向元では、製造技術部、セラミックス事業部、新事業企画室などの部署に所属し、
技術屋として様々な業務に携わってきました。特に印象深いのは、新製品探索の任務で
駐在したドイツ・フランクフルトでの約 3 年間です。その期間中、仕事やプライベート
で欧州各国を巡りましたが、文化や習慣の異なる人たちとの対話は、自分の価値観や思
考を広げるとてもよい機会となりました。この経験を JFCC での業務に活かしていきた
いです。
　オフタイムは、ソフトボール、バレーボール、釣りやワインといろいろな趣味を楽し
んでいます。その中でもワインは特別で、30 年以上続いているワイン会の二代目会長と
してワイン文化の普及に努めています。
　皆さんとのつながりを大切に楽しく仕事をしていきたいと考えておりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

職員紹介
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材料技術研究所 材料評価・試作グループ
大山　聡

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
仲野　靖孝

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
穴田　智史

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
松本　実子

　2016 年 4 月 1 日付けで材料技術研究所・材料評価・試作グループに採用されました、大山聡と
申します。
　私は愛知県立名南工業高等学校・機械科に 3 年間通い、金属の加工や性質、試験の方法など学ん
できました。学生時代、金属のことを中心に学んできたため、ファインセラミックスに関して興味
があり、知識が少なく不安もありました。
　現在は加工に所属し、先輩方のご指導のもと日々勉強の毎日です。初めてのことばかりですが、
少しずつでも知識を増やし成長できるよう、努力しております。加工という工程は、その後の研究、
試験に大きく影響します。これからさらに技術、力を身につけ、JFCC に貢献し活躍したいと思って
おります。
　まだまだ未熟者でございますが、一生懸命がんばりますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜し
くお願い致します。

　2016 年 4 月 1 日付けで株式会社日立ハイテクノロジーズから出向で、ナノ構造研究所・電子線
ホログラフィーグループに配属されました、仲野靖孝と申します。出向元では、透過電子顕微鏡の
デモ対応およびアプリケーション開発に従事していました。
　現在、JFCC では電子線ホログラフィーを用いて窒化物半導体の電位分布の可視化を目指して、日々
研究に取り組んでいます。研究は、修士課程在籍時を最後に行っていないし、
電子線ホログラフィーという観察手法に取り組むのが初めてであるため、不安ばかりですが、グルー
プの皆様に助けて頂きながら、少しずつ前進しています。
　研究者としても、JFCC の社員としてもまだまだ未熟者ではございますが、ご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願いいたします。

　2016 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループに配属されました、穴
田智史と申します。
　修士・博士課程では、新規の非平衡材料の創製を目指し、様々な金属間化合物における照射誘起
相転移に関する研究を行いました。大阪大学超高圧電子顕微鏡センターに着任後、上記研究の継続
に加えて、電子照射と光照射の重畳効果をその場観察する研究にも従事しました。
　ファインセラミックスセンターでは、現在、光照射下の試料を電子線ホログラフィーにより観察
する手法の確立に向けて、光照射機構を導入した試料ホルダーの設計・開発を推進しています。作
製した光照射ホルダーの応用先として、貴金属ナノ構造体の表面近傍に局在化した増強電場や動作
時の化合物太陽電池におけるポテンシャルの観察などを考えています。
　世界で活躍する第一線の研究者となるため、日々精進して参りますので、ご指導ご鞭撻のほど、
よろしくお願い申し上げます。

　2016 年 4 月 1 日付けで古河電気工業（株）から出向して参りました松本実子と申します。学生
時代には、NMR を用いた研究を行っておりましたが、入社以来、電子顕微鏡に出会い、主に半導体レー
ザの解析業務に従事して参りました。
　会社に入社して 3 年目になったばかりで、社会人として未熟な中での出向ということで、正直な
ところ不安もありました。しかし、ナノ構造研究所は親切な方が多く、毎日明るく過ごすことが出
来ており、みなさんには大変感謝しております。
　JFCC では、最先端の技術を学び、理解しながら、少しでも研究に貢献することが出来るよう、努
力していきたいと思っております。ご迷惑をお掛けすることも多いかと存じますが、ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。

職員紹介
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の動きJFCC

平成２８年３月３１日付
　出向期間満了
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員　　　　相澤　由花（（株）日立ハイテクノロジーズ）

　出向期間満了
　　研究企画部　業務グループ　担当部長　
　　兼　材料技術研究所　主幹研究員　　　　　　　　　　　　　　　藤田　秀紀（中部電力（株））

平成２８年４月１日付
　職員採用
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ　技術者　　　　　　　 大山　聡

　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員　　　　 穴田　智史

　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員　　　　仲野　靖孝（（株）日立ハイテクノロジーズ）
　　
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員補　　　松本　実子（古河電気工業（株））

平成２８年４月１６日付
　出向受入
　　研究企画部　業務グループ　担当部長
　　兼　材料技術研究所　主席研究員　　　　　　　　　　　　　　　山本　昌弘（日本ガイシ（株））

平成２８年７月１日付
　出向受入
　　研究企画部　業務グループ　担当部長　　　　　　　　　　　　　西野　慎一（中部電力（株））

人の動き

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 41 回学術写真賞　最優秀賞
　受賞日　　　平成２８年５月１８日
　受賞者　　　小林　俊介
　　　　　　　加藤　丈晴
　　　　　　　幾原　雄一（ＪＦＣＣ客員主管研究員／東京大学）
　　　　　　　山本　剛久（ＪＦＣＣ客員研究員／名古屋大学）
　受賞題目   　ピコメートル変位マップによる
　　　　　　　BaTiO3 薄膜ナノドメイン構造可視化

○ Committee of Asia Pacific Societies for Microscopy
　APMC11 Best Presentation Award
　受賞日　　　平成２８年５月２７日
　受賞者　　　川﨑　忠寛
　　　　　　　吉田　要
　　　　　　　石田　高史（名古屋大学）
　　　　　　　丹司　敬義（名古屋大学）
　受賞題目　　Visualization of Active Reaction Sites on 
　　　　　　　Gold Nanoparticulate Catalysts

○公益社団法人日本セラミックス協会
　日本セラミックス協会フェロー表彰
　受賞日　　　平成２８年６月３日
　受賞者　　　髙田　雅介
　受賞理由　　長年にわたるセラミックス・材料科学や
　　　　　　　日本セラミックス協会への顕著な貢献

表　彰

○公益社団法人日本セラミックス協会
　学術賞
　受賞日　　　平成２８年６月３日
　受賞者　　　北岡　諭
　受賞題目　　高温過酷環境下におけるセラミックス構造材料中の
　　　　　　　物質移動制御

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　優秀ポスター賞
　受賞日　　　平成２８年６月１５日
　受賞者　　　川﨑　忠寛
　　　　　　　吉田　要
　　　　　　　石田　高史（名古屋大学）
　　　　　　　富田　正弘（（株）真空デバイス）
　　　　　　　児玉　哲司（名城大学）
　　　　　　　松谷　貴臣（近畿大学）
　　　　　　　生田　孝（大阪電気通信大学）
　受賞題目　　軸外電場を用いたコンパクト収差補正器の開発

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　優秀ポスター賞
　受賞日　　　平成２８年６月１５日
　受賞者　　　川﨑　忠寛
　　　　　　　吉田　要
　　　　　　　石田　高史（名古屋大学）
　　　　　　　丹司　敬義（名古屋大学）
　受賞題目　　金ナノ粒子触媒の活性反応サイトの可視化
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　名古屋国際見本市委員会の主催により開催される第 6
回次世代ものづくり基盤技術産業展を協賛します。さら
に、新素材や試験評価技術などのシーズ展示も行い、モ
ノづくり企業の皆様に新たなイノベーションを提案致しま
す。ご来場をお待ちしています。

 ● 開催日時：2016 年 11 月 16 日 ( 水 ) ～ 18 日 ( 金 )
 ● 開催会場：名古屋市中小企業振興会館　吹上ホール
 ● 主催：名古屋国際見本市委員会
 ● 後援：経済産業省、環境省、外務省、文部科学省

　リードエグジビションジャパンの主催により今年から新
規開催される第 1 回関西高機能セラミックス展を協賛し
ます。さらに、新たなニーズを求める展示も行い、主に
西日本の企業の皆様に新たなイノベーションを提案致しま
す。ご来場をお待ちしています。

 ● 開催日時：2016 年 10 月 5 日 ( 水 ) ～ 7 日 ( 金 )
 ● 開催会場：インテックス大阪
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

   第６回次世代ものづくり基盤技術産業展
　 ～ TECH Biz EXPO2016 ～への協賛、出展のご案内

   第１回関西高機能セラミックス展
　 ～セラミックスジャパン～への協賛、出展のご案内

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演いただきます。多数の皆様がご参加下さいますよう
ご案内申し上げます。（参加料　JFCC 賛助会員 : 無料、会員以外一般 :1,000 円　　参加申し込みの受付は９月より
JFCC ホームページで行います）
● 開催日時：2016 年 10 月 7 日（金）13：00　～ 17：00
● 開催会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）　５F 小ホール

ファインセラミックスシンポジウム 2016 開催のご案内

水素エネルギー社会の実現に向けて
〜課題と将来展望〜

電 子 線 ホ ロ グ ラ フ ィ ー G 電 子 線 ホ ロ グ ラ フ ィ ー G

微 構 造・ 界 面 解 析 G 電 子 顕 微 鏡 基 盤 G

ナ ノ 空 間 材 料 解 析 G 電 池 材 料 解 析 G

環 境 顕 微 鏡 G 環 境 電 子 顕 微 鏡 G

計 算 材 料 G 計 算 材 料 G

ナ ノ 構 造 研 究 所 ナ ノ 構 造 研 究 所

　平成 28 年 7 月 1 日、ナノ構造研究所のグループを、社会的要請の強い研究開発テーマへの対応を強力に推進す
る体制に再編しました。

組織の改定

の動きJFCC

事業案内


